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1. 多世代へ向けた健康づくり

健康は世代を超えて共通する関心事です。医療生協
ならではの健康体操や指先を使う折り紙教室、健康マー
ジャンなど「こんな楽しいことがしたい」という班会
を開催し組合員やまだ組合員でない方にも取り組みを
広く知らせましょう

2. 班会への参加よびかけ

これまで班会に参加したことのない組合員にも声を
かけましょう。「虹のたより」は配達しているけど「た
まり場」や班会に来たことがない組合員に配達のお礼
と班会参加をうながしましょう。

3. 「ゆるやかなつながり」の場づくり

「ゆるやかなつながり」の場をつくりましょう。健康
チェック、健康チャレンジ、班会、たまり場、法人の
企画などで医療生協の姿が見えることを重視し健康づ
くりを一緒に取り組みましょう。

4. 年に1度  健康診断の受診

年に 1度の健康診断を受けましょう。診療所の健診
予約は電話でできます。組合員に声をかけて健診を広
げましょう。

5. 仲間増やしと出資金増資運動

生協強化月間の柱は、仲間増やしと出資金増資運動
です。生協の「健康で居心地よく暮らせる街づくりへ
の挑戦」に共感してくれる人を多数にしましょう。そ
の条件はあります。つながりを生かして仲間増やしを
進めましょう。組合員には年に 1度、ぜひ出資金増資
を重ねてお願いします。医療と介護の経営が厳しい情
勢が続きます。組合員の皆様にはぜひ出資、事業の利用、
運営にお力を貸していただきたいと思います。介護事
業所へのご紹介などよろしくお願いします。

（専務理事　山嵜	寿美雄）

誰もが健康で居心地よく
暮らせるまちづくりへの挑戦

2024年度

生協強化月間
10月1日～11月30日

生協強化月間を取り組む視点

加賀屋北支部は4月の支部総会で全組合員訪問を
しようと決めました。さっそく5月から開始しました。
最初に北加賀屋地域を訪問先に決め、月 2回、1
回あたり 15軒程を訪問することにしました。
また、7月に健康チエックを計画し、健診、増資、
健康チエックの案内の 3点セットで話すことにしま
した。訪問では息子さんを新たな組合員に紹介して
くれ加入に繋がる嬉しい経験がありました。
7月 16 日に行った健康チェックでは、まだ組合
員でない方の参加もあり、多くの方に来ていただき

ました。
後日、組合員
でない方々を訪
問してお尋ねし
たところ、みなさん
「健康チエックを受けて
良かった」と言ってくださいました。加入にはまだ
時間がかかりそうですが、これからも、医療生協と
たまり場の案内を続けていこうと考えています。

（支部長　中根	毅志）

加賀屋北支部 全組合員訪問、継続中
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8
月
5
日
の
「
す
こ
し
お
」
シ

リ
ー
ズ
の
保
健
大
学
、第
2
講
は
、

塩
分
を
減
ら
す
工
夫
を
ど
う
し
て

や
る
か
が
テ
ー
マ
。
今
回
の
講
師

は
管
理
栄
養
士
で
組
合
員
の
坂
東

武
子
さ
ん
。
暑
い
暑
い
日
だ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
25
名
の
組
合

員
、
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
坂
東
さ
ん
か
ら
、
1

日
の
食
塩
の
必
要
摂
取
量
や
摂
取

上
限
量
、
減
塩
の
5
つ
の
ポ
イ
ン

ト
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
ん
な
塩

分
加
減
を
好
ん
で
い
る
か
を
実
際

に
つ
く
っ
て
確
か
め
て
み
ま
し

た
。実

習
で
は
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
み

そ
汁
の
調
味
味
噌
を
使
っ
て
自
分

の
好
み
の
味
に
し
て
塩
分
計
で

測
っ
て
み
ま
し
た
。
結
果
は
ふ
つ

う
味
の
方
と
や
や
濃
い
味
の
方
は

ほ
ぼ
同
数
で
し
た
が
、「
い
つ
も

よ
り
少
し
薄
味
に
し
と
い
た
」
と

測
定
を
意
識
し
た
方
が
あ
り
、
や

や
濃
い
味
の
方
が
多
い
よ
う
で
し

た
。
次
に
、
薬
味
を
使
う
と
ど
う

変
化
す
る
か
で
、
つ
く
っ
た
み
そ

汁
を
薄
味
に
し
て
用
意
さ
れ
た
薬

味
を
色
々
足
し
て
試
飲
し
て
み
ま

し
た
。薬
味
は
、「
ト
マ
ト
と
ゴ
マ
」

「
牛
乳
と
ゴ
マ
」
を
加
え
る
と
風

味
が
増
す
、
と
好
評
で
し
た
。

ま
た
、
ウ
ロ
ペ
ー
パ
ー
ソ
ル
ト

と
い
う
試
験
紙
を
使
っ
て
検
尿
で

排
出
さ
れ
る
塩
分
量
を
測
っ
て
み

る
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

ま
し
た
。
実
測
し
て
み
る
と
い
う

新
し
い
形
で
行
っ
た
こ
と
で
、
参

加
型
の
保
健
大
学
と
な
り
、
塩
分

計
の
購
入
を
検
討
す
る
方
も
あ
り

ま
し
た
。

最
終
講
は
、「
す
こ
し
お
レ
シ

ピ
」
を
テ
ー
マ
に
行
い
ま
す
。

︵
健
康
づ
く
り
委
員
会
︶

8月26日、住吉民主診療所で「おおさかまるごと健康チャレン
ジ	はじまるよ集会」を開催しました。
一部は、4支部からの経験交流発表、二部はボッチャ体験会の構
成で行い 9支部から22名が参加しました。
経験交流では、健康チャレンジに取り組むための工夫や意気込
み、申込みされたことでつながりが広がった経験が語られ印象的で
した。目標 1,100 名のところ、すでに250 名からの申し込みが届
いています。目標に向けチャレンジしましょう。

薄味みそ汁が
「トマトとゴマで美味しくなった」

保健大学 第2講塩分を減らす工夫

左端が坂東さん

検尿チェック中

苅田庭井
遠山さか恵

粉　浜
井川　　文

加賀屋南
追杉眞佐美

おおさかまるごと 2024  健康チャレンジ

はじまるよ集会からGO!

一部は、4支部からの経験交流発表、二部はボッチャ体験会の構

大領長居北
中口　江美



住吉・住之江区役所の敷地内に

「憲法9条の碑」設置を求め
要望書を提出、協議行う
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ハガキ・封書の送り先
〒559-0016
大阪市住之江区西加賀屋2-4-2
南大阪医療生活協同組合・機関紙編集部

メールはこちらへ
kumikatu@moisk.jp

2月より、「憲法9条の碑」建立実行委員会を立ち上げ、
月に 1度の会議を重ねてきました。その中で「憲法 9
条の碑」はたくさんの人の目にとまる場所に建てたい。
“住吉・住之江区役所の敷地内がいいのでは！”という
話になり、6月 7日に、住吉・住之江区役所に「憲法
9条の碑」設置を求める要望書を提出しました。
1カ月後、両区役所より要望には応えられない旨の
文章での回答がありましたが、その後、要望のあった
件について協議の場が持てると連絡が入り、8月7日に、
住之江区役所で協議を行いました。参加者は住吉・住
之江の区役所総務課の職員が 7名、実行委員から組合
員 4名、職員 5名でした。

私たちは平和を守りたい
はじめに改めて、要望書の中身の説明をして、区役所
の回答では「行政財産の目的外使用許可に係る審査基準」
（大阪市ホームページで見られます）、この審査基準に該
当しないことが「憲法9条の碑」設置ができない理由とさ
れており、審査基準の説明を求めました。区役所側からは
回答通り審査基準に該当しないと説明がされました。
医療生協側からは、前日が広島原爆の日であったこ

ともあり、山嵜専務から原爆写
真パネルを使って戦争の悲惨さ
を訴え「私たちは平和を守りた
いと考えています」「憲法 99 条
をご存じですよね。」（憲法 99

条　“天皇、摂政、国務大臣、国会議員、裁判官、その
他の公務員がこの憲法を尊重し擁護する義務を負う”）、
「公務員のみなさんは、日本国憲法を尊重し擁護する義
務を負っていますよね。沖縄・読谷村には、役所の敷
地内に碑が建てられている。沖縄でできたことが、大
阪市でできない訳がない。区役所に「憲法 9条の碑」
があることにより市民へアピールできることはもとよ
り、区役所の職員のみなさんも憲法に接して、大阪市
のためにと、市民にむけた公共的な仕事ができていく
のではないかと思います。」と話しました。
実行委員の松本さんも、「戦後 50年の年に大阪市で
も平和都市宣言（1995 年）を表明している。平和都市
宣言を掲げる都市であれば「憲法 9条の碑」の設置を
決断できるのではないか。市長に直接、聞いてほしい。」
と話しました。この件は、回答が欲しい旨も伝えました。

区役所から平和発信をしてほしい
区役所の回答は変わりませんでしたが、最後に、「今回
の要望『憲法9条の碑』の設置を今もあきらめていない
が、碑の設置は無理なのだとしても、私たちは、不断の努
力がないと平和は続かないと考えています。だから平和
を訴えていきます。ここにいる公務員の皆さん含め、日本
国憲法を尊重し擁護する立場で、大阪市、区役所として行
政の施設を使って、平和の企画を行う。平和を訴える配付
物などを毎年のこととして、機会をつくっていくことを考
えていってほしい。」と訴えて協議を終えました。

　エイジレスセンターには、たくさんの福祉用具が展示されていて、体験型の見学ができます。
会場スタッフから、丁寧な説明を受けて、車イスの試乗体験コーナーでは、曲がりくねった通路
を進んだり、電動車いすで坂道を登ったりする体験ができます。

ATC エイジレスセンター見学会

日 時 ▶ 10月17日 木　午後2時15分～
場 所 ▶ ATC エイジレスセンター
集 合 ▶ ニュートラム
 トレードセンター前駅 改札口

南大阪医療生活協同組合

くらしの助け合いの会 ななちゃん 主催

連絡先  組合員活動部  ☎ 06-6685-3824

参加ご希望の方は、
組合員活動部までご連絡ください

こぞってのご参加
を

お待ちしていま
す。



粉　浜
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7
月
26
日
︵
金
︶
東
住
吉
区

田
辺
恩
楽
寺
で
「
模
擬
爆
弾
」

が
落
と
さ
れ
て
か
ら
79
年
目
と
な

る
こ
の
日
、
追
悼
式
が
行
わ
れ

東
住
吉
支
部
で
参
加
し
ま
し
た
。

１
９
４
５
年
8
月
6
日
広
島
に
人

類
史
上
初
の
恐
ろ
し
い
原
子
爆
弾

が
投
下
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
11

日
前
の
7
月
26
日
午
前
9
時
26

分
に
米
軍
は
練
習
と
し
て
模
擬
爆

弾
を
田
辺
恩
楽
寺
付
近
に
投
下
、

7
人
が
死
亡
し
73
人
が
重
軽
傷
、

全
国
各
地
で
は
7
月
20
日
か
ら
模

擬
原
爆
49
発
投
下
被
害
は
死
者
約

４
０
０
名
、
１
２
０
０
名
を
超
え

る
人
が
重
軽
傷
を
負
っ
た
と
記
録

さ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
︵
森
田
︶

類
史
上
初
の
恐
ろ
し
い
原
子
爆
弾

が
投
下
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

日
前
の

分
に
米
軍
は
練
習
と
し
て
模
擬
爆

弾
を
田
辺
恩
楽
寺
付
近
に
投
下
、

粉
浜
支
部
で
は
、
す
こ
や
か

で
、
8
月
6
日
の
ヒ
ロ
シ
マ
に

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日
、「
二
度

と
戦
争
は
イ
ヤ
！
み
ん
な
で
語

ろ
う
私
の
戦
争
体
験
」
の
会
を

開
き
ま
し
た
。

メ
イ
ン
の
語
り
手
に
粉
浜
在

住
の
１
０
０
歳
の
中
澤
武
敏
さ

ん
を
迎
え
て
、
衛
生
兵
と
し
て

中
国
で
従
軍
さ
れ
た
体
験
を
聞

き
ま
し
た
。
中
澤
さ
ん
は
、「
戦

争
と
い
う
言
葉
は
優
し
く
も
聞

こ
え
る
け
れ
ど
、
あ
れ
は
殺
し

合
い
で
す
。
生
易
し
い
こ
と
で

は
な
い
で
す
」
と
言
い
、
遺
骨

を
収
集
す
る
に
も
小
指
ほ
ど
し

か
拾
え
ず
、
ま
た
、
誰
の
骨
か

わ
か
ら
な
い
状
態
で
遺
族
に
返

す
の
が
難
し
い
こ
と
も
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
で

戦
争
中
の
記
憶
が
あ
る
組
合
員

か
ら
は
、
朝
鮮
半
島
か
ら
引
き
揚

げ
て
き
た
苦
労
話
や
縁
故
疎
開
を

し
て
食
べ
物
が
な
く
て
コ
ー
リ
ャ

ン
ば
か
り
で
ひ
も
じ
い
思
い
を
し

た
こ
と
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

9
条
の
碑
建
立
に
つ
い
て
の

訴
え
が
実
行
委
員
の
金
井
さ
ん

か
ら
あ
り
、
そ
の
後
、
オ
カ
リ

ナ
サ
ー
ク
ル
奏
の
演
奏
会
へ
。

最
後
は
お
楽
し
み
の
ぶ
っ
か
け

ソ
ー
メ
ン
を
、
み
ん
な
で
食
べ

る
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
。

「
み
ん
な
で
食
べ
る
と
お
い
し
い
」

「
ソ
ー
メ
ン
の
用
意
あ
り
が
と

う
」ワ

イ
ワ
イ
と
語
ら
い
な
が
ら
、

参
加
者
17
名
の
顔
が
ほ
こ
ろ
ん

で
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
︵
泉
︶

毎
週
行
わ
れ
て
い
る
、
か
が

や
南
す
こ
や
か
の
喫
茶
で
、
7

月
31
日
は
「
平
和
の
つ
ど
い
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
12
名
が
参

加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
体

験
や
聞
い
た
話
を
口
々
に
話
し

ま
し
た
。
沖
縄
や
疎
開
先
で
の

こ
と
、
民
間
船
の
機
関
員
を
し

て
い
た
父
の
話
、
終
戦
後
の
食

糧
難
、
戦
地
か
ら
帰
っ
て
こ
ら

れ
た
傷
痍
軍
人
さ
ん
の
こ
と
な

ど
だ
さ
れ
、「
対
話
で
本
当
に
平

和
に
な
る
の
か
？
」
と
質
問
も

だ
さ
れ
ま
し
た
。
資
料
と
し
て
、

8
回
に
及
ん
だ
大
阪
大
空
襲
の

被
災
地
域
が
わ
か
る
地
図
が
用

意
さ
れ
、
ま
た
参
加
者
の
植
松

さ
ん
は
過
去
に
取
り
寄
せ
た
、

１
９
４
５
年
8
月
15
日
終
戦
の

日
の
読
売
報
知
︵
現
在
の

読
売
新
聞
︶
を
持
っ
て
き

て
く
れ
ま
し
た
。

今
も
世
界
で
続
く
戦
争
。

平
和
に
つ
い
て
考
え
、
ど

う
こ
の
平
和
を
引
き
継
げ

る
か
。
皆
さ
ん
も
日
々

行
っ
て
い
る
班
会
の
中
で

平
和
に
つ
い
て
話
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
︵
阪
口
︶

関
西
平
和
美
術
展
は
あ
ら
ゆ
る

美
術
家
が
流
派
の
違
い
を
超
え
て

「
平
和
を
守
る
」
と
い
う
一
致
点

で
開
く
展
覧
会
で
、
戦
争
反
対
の

思
い
を
強
く
多
く
の
人
と
共
有
す

る
も
の
で
、72
回
を
か
ぞ
え
ま
す
。

平
和
美
術
展
事
務
局
長
で
あ

り
東
住
吉
支
部
長
の
山
田
さ
ん
の

書
、加
賀
屋
南
支
部
の
松
本
さ
ん

の
作
品
な
ど
も
展
示
さ
れ
て
い
ま

し
た
。東
住
吉
支
部
で
は
班
会
と

し
て
5
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

︵
森
田
︶

こ
と
、
民
間
船
の
機
関
員
を
し

１
９
４
５
年

日
の
読
売
報
知
︵
現
在
の

そ
れ

ぞ
れ
の〝
戦
争
〞を
語
る
会

加賀屋南

ヒ
ロ
シ
マ
の
日
に

戦
争
体
験
を
聞
く
会
語
る
会

関
西
平
美
展
見
学
会

第72回

田
辺
に
　
　

落
と
さ
れ
た「
模
擬
爆
弾
」

東住吉
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今
年
６
月
の
総
代
会
で
「
す

こ
や
か
住
吉
」
の
取
り
組
み
の

様
子
を
発
言
し
た
細
川
さ
ん
。

登
録
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
ヘ
ル

パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ぞ
み
に

勤
め
な
が
ら
住
吉
支
部
の
支
部

長
を
担
っ
て
い
ま
す
。

た
ま
り
場
す
こ
や
か
に
お

じ
ゃ
ま
す
る
と
、入
口
を
入
っ
て

右
側
の
壁
に
大
き
な
日
本
画
の

花
菖
蒲
の
絵
が
飾
ら
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
を
描
い
た
の
は
細
川

さ
ん
で
、日
本
画
を
習
っ
て
15
年

に
な
り
ま
す
。絵
を
描
く
こ
と

が
得
意
で
、若
い
頃
は
テ
キ
ス
タ

イ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
を
し
て

い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

細
川
さ
ん
が
ヘ
ル
パ
ー
に

な
っ
た
の
は
、
親
の
介
護
を
し

て
い
た
こ
と
と
医
療
生
協
の
ヘ

ル
パ
ー
講
習
に
参
加
し
た
こ
と

か
ら
で
し
た
。
父
親
が
一
人
に

な
っ
た
時
、
実
家
の
あ
る
住
吉

に
戻
っ
て
来
て
、
同
級
生
か
ら

新
婦
人
に
誘
わ
れ
入
会
し
、
そ

こ
で
知
り
合
っ
た
千
葉
孝
子
さ
ん

︵
元
理
事
︶
に
勧
め
ら
れ
て
医

療
生
協
に
加
入
し
ま
し
た
。
た

だ
、
そ
の
頃
は
入
っ
て
い
る
だ

け
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。

運
営
委
員
を
引
き
受
け
て
か

ら
、段
々
と
か
か
わ
り
が
増
え

て
い
き
ま
し
た
。今
で
は
、す
こ

や
か
開
催
を
中
心
に
な
っ
て
支

え
て
い
ま
す
。週
２
回
の
喫
茶
、

紙
粘
土
教
室
の
講
師
役
な
ど
。

マ
ー
ジ
ャ
ン
班
会
は
、毎
回
２
卓

を
出
す
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
す
。

担
い
手
や
組
合
員
を
増
や
す

の
に
、若
い
人
に
ど
う
し
た
ら

来
て
も
ら
え
る
か
と
考
え
て

「
か
き
氷
」で
人
が
集
ま
っ
て
こ

な
い
か
と
思
い
、か
き
氷
器
を

購
入
し
ま
し
た
。け
れ
ど
、長
時

間
連
続
使
用
の
で
き
な
い
か
き

氷
器
と
分
か
っ
て
大
々
的
な

「
か
き
氷
の
会
」は
諦
め
、こ
じ

ん
ま
り
と
と
楽
し
み
ま
し
た
。

ア
マ
ゾ
ン
プ
ラ
イ
ム
で
、韓
流

ド
ラ
マ
や
邦
画
映
画
を
観
る
の

が
楽
し
み
な
細
川
さ
ん
で
す
。

︵
い
︶

う
ち
の

支
部
の

ひ
と

▼
細
川
美
佐
子
さ
ん︵
住
吉
支
部
︶

あの人、
この人、

２
０
２
４
年
度  

第
2
回
理
事
会
報
告

日時／ 2024 年 7月 24日㈬	　午後 6：00～ 7：30
会場／住吉民主診療所		2 階		組合員ルーム
出席／	理事 15 名　欠席 5名	／	監事	1	名　欠席 2名

1. 前回の理事会議事録を承認し
ました。2項組合員は 6名で
した。

2. 民医連定期総会DVD（後編）
の学習を行いました。

3. 山嵜専務理事より6 月度の
経営報告がありました。全事
業所で赤字。全体では単月
9,788 千円赤字。診療所での
経営努力の報告がされました。

4. 6 月度の組合員活動到達、地
域支部での仲間増やしの経験
が報告されました。秋の強化
月間スタート集会の日程提案
（9月28日）がされました。

5. 健康づくり委員会、事業所利
用委員会、社保平和まちづく
り委員会、くらしの助け合い
の会「ななちゃん」の報告が
各担当理事から報告がされま
した。9条の碑の実行委員会
で組合員への意見集約強化の
報告がされました。

6. 無料低額診療制度の診療所負
担分の報告がされました。

7. 人事案件の報告がされました。
8. 診療所職員階段の防犯強化の
報告がされました。

以上、すべて承認されました。

「読者のひろば」への投稿やクロスワー
ドパズルの解答を、ハガキでの応募に加
えてメールでの受付も行っています。
また「とっておきの1枚」（テーマは

「わたしの自慢」）や、「マイブーム」の写
真の募集もしています。写真には、一言コ
メントを添えてください。掲載作品には、
「QUOカード」をプレゼントします。
なお、ご提供いただいた写真はお返し

できませんので、あらかじめご了承くだ
さい。

ハガキ・封書の送り先
〒559-0016
大阪市住之江区西加賀屋2-4-2
南大阪医療生活協同組合・機関紙編集部

メールはこちらへ
kumikatu@moisk.jp

ハガキでの応募・
投稿に加えて　 メール受付でき

ます

毎
週
行
わ
れ
て
い
る
、
か
が

や
南
す
こ
や
か
の
喫
茶
で
、
7

月
31
日
は
「
平
和
の
つ
ど
い
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
12
名
が
参

加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
体

験
や
聞
い
た
話
を
口
々
に
話
し

ま
し
た
。
沖
縄
や
疎
開
先
で
の

こ
と
、
民
間
船
の
機
関
員
を
し

て
い
た
父
の
話
、
終
戦
後
の
食

糧
難
、
戦
地
か
ら
帰
っ
て
こ
ら

れ
た
傷
痍
軍
人
さ
ん
の
こ
と
な

ど
だ
さ
れ
、「
対
話
で
本
当
に
平

和
に
な
る
の
か
？
」
と
質
問
も

だ
さ
れ
ま
し
た
。
資
料
と
し
て
、

8
回
に
及
ん
だ
大
阪
大
空
襲
の

被
災
地
域
が
わ
か
る
地
図
が
用

意
さ
れ
、
ま
た
参
加
者
の
植
松

さ
ん
は
過
去
に
取
り
寄
せ
た
、

１
９
４
５
年
8
月
15
日
終
戦
の

日
の
読
売
報
知
︵
現
在
の

読
売
新
聞
︶
を
持
っ
て
き

て
く
れ
ま
し
た
。

今
も
世
界
で
続
く
戦
争
。

平
和
に
つ
い
て
考
え
、
ど

う
こ
の
平
和
を
引
き
継
げ

る
か
。
皆
さ
ん
も
日
々

行
っ
て
い
る
班
会
の
中
で

平
和
に
つ
い
て
話
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
︵
阪
口
︶

関
西
平
和
美
術
展
は
あ
ら
ゆ
る

美
術
家
が
流
派
の
違
い
を
超
え
て

「
平
和
を
守
る
」
と
い
う
一
致
点

で
開
く
展
覧
会
で
、
戦
争
反
対
の

思
い
を
強
く
多
く
の
人
と
共
有
す

る
も
の
で
、72
回
を
か
ぞ
え
ま
す
。

平
和
美
術
展
事
務
局
長
で
あ

り
東
住
吉
支
部
長
の
山
田
さ
ん
の

書
、加
賀
屋
南
支
部
の
松
本
さ
ん

の
作
品
な
ど
も
展
示
さ
れ
て
い
ま

し
た
。東
住
吉
支
部
で
は
班
会
と

し
て
5
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

︵
森
田
︶

こ
と
、
民
間
船
の
機
関
員
を
し

１
９
４
５
年

日
の
読
売
報
知
︵
現
在
の

読
売
新
聞
︶
を
持
っ
て
き

て
く
れ
ま
し
た
。

平
和
に
つ
い
て
考
え
、
ど

う
こ
の
平
和
を
引
き
継
げ

る
か
。
皆
さ
ん
も
日
々

行
っ
て
い
る
班
会
の
中
で
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昨
年
暮
れ
か
ら
月
末
に
な
る
と

腹
痛
で
毎
月
の
よ
う
に
入
院
し
て

き
ま
し
た
。
腸
の
手
術
を
５
月
に

受
け
だ
い
ぶ
楽
に
な
り
ま
し
た
。

大
好
き
な
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
毎

月
し
て
い
ま
す
。
第
３
６
２
号
で

「
ユ
ニ
ッ
ト
折
り
紙
」
と
い
う
記

事
を
拝
見
し
ま
し
た
。
私
は
前
々

か
ら
折
り
紙
で
薬
玉
を
つ
く
り
、

板
海
苔
の
空
容
器
に
入
れ
て
友

人
に
あ
げ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

薬
玉
づ
く
り
に
飽
い
た
ら
ク
ロ

ス
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

（
南
港
東

佐
藤

梅
子
）

心
臓
、
胃
、
大
腸
、
脳
、
骨

の
検
診
が
終
わ
り
安
心
し
ま
し

た
。
肩
腱
板
断
裂
と
膝
関
節
の

治
療
が
残
っ
て
い
る
だ
け
で
す
。

ス
ト
レ
ス
の
な
い
生
活
め
ざ
し

て
元
気
を
出
し
て
頑
張
り
ま
す
。

（
東
加
賀
屋

や
っ
ち
ゃ
ん
）

パ
リ
五
輪
の
体
操
、
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
で
、

日
本
チ
ー
ム
や
選
手
が
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
打
ち
勝
ち
土
壇
場
で

逆
転
勝
利
す
る
シ
ー
ン
に
胸
が

熱
く
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の

頃
「
日
本
選
手
が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

に
負
け
た
」
と
い
う
新
聞
記
事
を

見
る
た
び
、「
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
っ

て
ど
こ
の
国
の
選
手
や
ろ
、
ど

ん
だ
け
強
い
ん
や
」
と
思
っ
た

こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま

し
た
。（

南
住
吉

タ
ー
チ
ャ
ン
）

嬉
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

人
間
ド
ッ
ク
を
住
吉
民
主
診
療

所
で
お
世
話
に
な
っ
て
５
年
目
。

例
年
実
施
し
て
い
る
７
月
が
来

た
。「
予
約
し
な
く
て
は
…
」
思

い
な
が
ら
ズ
ル
ズ
ル
と
。
そ
ん

な
折
、
住
診
か
ら
の
電
話
に
ビ
ッ

ク
リ
‼
「
ご
丁
寧
に
お
電
話
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
電
話

口
で
頭
を
さ
げ
て
い
た
。
予
約

は
８
月
に
な
っ
た
が
、
つ
い
か

け
そ
び
れ
て
い
た
ら
…
予
約
は

い
つ
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
！

お
電
話
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
大
領

木
村

和
代
）

昨
年
も
暑
い
夏
で
大
変
で
し

た
が
今
年
も
よ
り
一
層
暑
い
日

が
続
い
て
い
ま
す
。
年
々
暑
さ
に

弱
く
な
っ
て
る
の
か
と
自
分
の
体

力
に
自
信
が
な
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
す
こ
や
か
で
取
り
組
ん
で
い

る
百
歳
体
操
に
は
頑
張
っ
て
参
加

し
よ
う
と
自
分
の
お
し
り
を
た
た

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
南
港
中

Ｑ
ち
ゃ
ん
）

コ
ロ
ナ
11
波
が
き
て
い
ま
す

ネ
。
勤
め
先
で
も
コ
ロ
ナ
欠
勤

増
加
し
て
い
ま
す
。
街
中
で
も

マ
ス
ク
装
着
し
て
い
る
人
は
暑

さ
も
有
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

約
１
〜
２
割
で
少
な
い
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
し
か
し
３
密
回

避
と
マ
ス
ク
、
手
洗
い
は
対
策

の
基
本
で
あ
り
、
自
分
自
身
心

が
け
て
い
ま
す
。

（
南
住
吉

も
っ
ち
ゃ
ん
）

短
冊
に
願
い
を
書
く
と
し
た

ら
「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
楽
し

く
笑
顔
の
お
ひ
と
り
さ
ま
で
い

た
い
」
（
南
港
東

呑
ち
ゃ
ん
）

コ
ロ
ナ
と
熱
中
症
、
手
足
口
病

な
ど
が
合
併
症
の
よ
う
に
増
え

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
し
、
こ

れ
か
ら
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続

き
油
断
が
で
き
ま
せ
ん
ね
。
帯

状
疱
疹
に
か
か
っ
て
丸
々
２
年

に
な
り
ま
す
が
未
だ
に
神
経
が

ピ
リ
ピ
リ
で
そ
の
上
こ
の
暑
さ
、

老
人
殺
し
で
す
ね
。

（
我
孫
子

海
月
）

毎
日
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が

東
北
の
方
で
は
豪
雨
で
大
変
と

聞
き
ま
す
。
災
害
は
忘
れ
た
こ

ろ
に
や
っ
て
く
る
と
い
い
ま
す
。

私
は
非
常
用
持
ち
出
し
バ
ッ
ク

を
準
備
し
て
い
ま
す
。
水
と
か

食
料
品
、
貴
重
品
、
救
急
用
品
、

バ
ン
ソ
コ
ー
、
ク
ス
リ
。
毛
布
、

ス
マ
ホ
と
ラ
ジ
オ
な
ど
で
す
。

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

（
中
加
賀
屋

よ
っ
ち
ゃ
ん
）

◦
ご
注
意
を
！

「
読
者
の
ひ
ろ
ば
」
へ
の
お

便
り
に
は
、
お
名
前
、
ご
住

所
の
記
入
を
お
忘
れ
な
く
。

加賀屋診療所デイケア室

暑さ寒さも彼岸までといいま
すが、9月もまだまだ暑い日が

続いていますね。いろんな所で『熱中症』の話や対
策を聞かれているとは思いますが、今一度内容を確
認してみてください。
室内では扇風機やエアコンで温度をこまめに調整
し、遮光カーテンやすだれを使ってみるのもいいで
しょう。
屋外では、不要な外出を控えることが第一になり
ますが、どうしても外出の必要がある場合は、日傘
や帽子を使用し、日陰を通ったり、こまめに休憩す
るようにしてください。また、室内・屋外共通して
のどの渇きを感じていなくても、こまめに水分やス
ポーツドリンクを補給するようにしてください。
話は変わりますが、9月といえば台風シーズンに
なります。8月の時点でも多くの台風が発生してい
ましたが、これによる低気圧の影響で『頭痛』に悩
まされる方がいらっしゃるのではないでしょうか？
そんな時にできる簡単な耳のマッサージを 1つ紹介
させていただきます。
親指と人差し指で両耳を軽くつまみ、上・下・横
にそれぞれ軽く 5秒ずつ引っ張ってください。耳周
りの血流を促すことで、自律神経を整える効果があ
ります。無理のない範囲で試してみてくださいね。

読
者
の

ひ
ろ
ば

●

介 護
だより
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事
業
所
利
用
委
員
会

報
告

住
之
江

開
催
日
:
２
０
２
4
年

6
月
27
日
︵
木
︶

出

席
:
8
人

１
．
虹
の
箱
の
投
書
（
1
件
）

※
投
書
箱
に
１
０
０
０
円
が
入
っ

て
い
ま
し
た
。能
登
の
震
災
募

金
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

❶
M
さ
ん

6
月
8
日

新
し
い
運
転
手
さ
ん
で
、
患
者

さ
ん
を
送
迎
す
る
と
き
に
、
待

合
室
か
ら
出
る
と
き
に
そ
の
方
は

歩
く
の
が
大
変
な
方
で
、
ち
ょ
っ

と
手
を
添
え
て
い
た
だ
く
と
い
い

と
思
い
ま
す
が
、
運
転
手
さ
ん
は

前
を
歩
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
方
に
は
、
手
を
つ
な
ぐ
な
ど

ち
ょ
っ
と
補
助
を
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
新
し
い
運
転
手

さ
ん
に
は
患
者
さ
ん
に
接
す
る
と

き
の
心
得
を
教
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

➡
ご
不
安
な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま

い
、
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
改
め
て
、気
を
配
っ

た
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
よ
う
、

ス
タ
ッ
フ
一
同
に
周
知
徹
底
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２
．
虹
の
箱
以
外
の
声

組
合
員
さ
ん
の
声
…

❶
加
賀
屋
南
の
す
こ
や
か
に
来

ら
れ
た
方
よ
り
「
先
日
、
台

の
上
か
ら
落
ち
て
ケ
ガ
を
し

た
。
夜
に
受
診
を
し
た
の
だ

が
、
紹
介
状
を
書
い
て
く
れ

て
、
南
港
病
院
に
連
れ
て
行
っ

て
く
れ
た
。
と
て
も
助
か
り

ま
し
た
。
感
謝
し
て
い
ま
す
」

➡
緊
急
性
が
高
い
と
判
断
し
送

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

早
い
治
療
が
で
き
て
良
か
っ

た
で
す
。

❷「
虹
の
た
よ
り
の
裏
面
、
診
療

案
内
を
み
て
、
窓
口
の
受
付

時
間
と
電
話
の
受
付
時
間
が

同
じ
と
思
っ
て
か
け
た
ら
留

守
電
だ
っ
た
。
わ
か
り
に
く
い

で
す
」
と
話
さ
れ
て
い
た
方

か
ら
、「
お
電
話
は
8
:
45
〜
、

と
記
載
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
を
見
ま
し
た
。
時
間
を

書
い
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
良

か
っ
た
で
す
。」
と
の
声
が
あ

り
ま
し
た
。

➡
貴
重
な
ご
提
案
を
い
た
だ
き
改

善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

︻
タ
テ
の
カ
ギ
︼

①
現
実
か
ら
︱
︱
す
る

②
︱
︱
で
も
動
き
ま
せ
ん

③
論
よ
り
︱
︱

④
つ
る
性
植
物
。
︱
︱
家
具

⑥
赤
組
と
︱
︱
組

⑧
︱
︱
闊
達

⑪
虎
が
︱
︱
を
む
く

⑬
敬
虔
な
︱
︱
を
捧
げ
る

⑭
敵
に
︱
︱
を
送
る

⑮
♪
︱
︱
ま
き
ま
き

︻
ヨ
コ
の
カ
ギ
︼

①
︱
︱
の
針
は
今
6
時

③
使
い
道

⑤
自
分
が
称
す
る
こ
と

⑦
か
ぐ
や
︱
︱

⑨
︱
︱
多
く
し
て
功
少
な
し

⑩
︱
︱
軒
昂

⑫
︱
︱
の
滝
登
り

⑭
白
塗
り
の
オ
ー
ト
バ
イ

⑯
三
冠
︱
︱
、
魔
︱
︱

⑰
︱
︱
雨
、
︱
︱
す
が
り
、

︱
︱
道

第
３
６
２
号
の
当
選
者

応
募
総
数
=
21
通

う
ち
正
解
=
21
通

当
選
者（
敬
称
略
）

佐
藤

梅
子
︵
南
港
東
︶

佐
尾
山

頼
幸︵
清
水
丘
︶

マ
ッ
キ
ー

︵
南
港
中
︶

や
っ
ち
ゃ
ん
︵
東
加
賀
屋
︶

タ
ー
チ
ャ
ン
︵
南
住
吉
︶

正
解
ア
マ
ノ
ガ
ワ︵
天
の
川
︶

カ
ギ
を
解
き
、
二
重
ワ
ク
に
入

る
文
字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き

る
言
葉
は
何
？

解
答
を
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
編
集
委
員
会
あ
て
に
お
送
り
く
だ
さ

い
。︵
匿
名
希
望
の
方
は
、
賞
品
発
送
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ペ
ン
ネ
ー
ム
と
本
名
を
お
書
き
く
だ
さ
い
︶

締
切
／
9
月
30
日

賞

品
／
正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
全
国
共
通
図
書
カ
ー
ド
を

進
呈
し
ま
す
。

送
り
先
／
〒
５
５
９
│

０
０
１
６
住
之
江
区
西
加
賀
屋
２
│

４
│

２

　
　
　

		

南
大
阪
医
療
生
協
機
関
紙
編
集
委
員
会
宛

※
余
白
に
紙
面
批
評
や
近
況
・
ご
意
見
な
ど
お
書
き
く
だ
さ
い
。

応　募　方　法

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
組
合
員
さ

ん
の
イ
ラ
ス
ト
・
絵
手
紙
・
俳
句
・

川
柳
・
写
真
な
ど
の
作
品
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ

さ
い
。︵
送
り
先
は
ク
イ
ズ
と
同
じ
︶

俳
句

墓
参
り

バ
ケ
ツ
の
水
が
お
湯
に
な
る

田
辺

照
子

将
棋
さ
す
集
中
力
の
夜
長
衆		

市
江

久
枝

鈴
虫
鳴
か
す
末
っ
子
の
マ
イ
ペ
ー
ス

井
上
　
　
明

原
発
は
い
つ
も
致
死
量
鳥
渡
る

三
井

淳
一

落
花
生
引
け
ば
わ
ら
わ
ら
子
沢
山

埼
田
そ
と
美

新
し
き
扉
開
け
ゆ
く
朝
顔
よ		

阪
口

俊
代

姉
介
護
生
き
る
意
味
問
う
曼ま

ん

珠じ
ゅ

沙し
ゃ

華げ

土
井

育
代

川
柳

放
言
の
ト
ラ
ン
プ
耳
を
弾
か
す
り

海

月

何
代
も
ミ
サ
イ
ル
と
餓
死
者
を
両
天
秤

水
井
　
　
泉

クロスワードパズル

ふれあい作品コーナー



生協強化月間
スタート集会

組合員・職員ちからを合わせて
生協強化月間を成功させよう!

と き▶ 9月28日 土 14時～16時

場 所▶ 住吉民主診療所
（2階 組合員ホール）

2024 年 9月号	 虹　の　た　よ　り 第 364 号（8）

住吉民主診療所 診療案内

▶10月 3 日（木）午後6時～
事前にお問い合せ、ご予約ください。 
予約電話 06-6673-3630（法律相談

専用　 ）

住吉民主診療所の
無料法律相談

HPアドレス　https://moisk.jp/

熱や風邪の症状がある方は、事前に電話予約をお願いします。

加賀屋診療所 診療案内

▶9月19日（木）午後6時～
事前にお問い合せ、ご予約ください。 
予約電話 06-6681-1498

加賀屋診療所の
無料法律相談

受　付 診療時間
午前診 月～土 8 :30 ～ 12:00 9 :00 ～ 12:00

夜　診 月・水・木 17:30 ～ 20:00 18:00 ～ 20:00

月 火 水 木 金 土

午
前

北田
（内科）
代診
（内科）

北田
（内科）

藤井
（内科）
高田
（内科）

久保田
（内科）
代診
（内科）

北田
（内科）
高田
（内科）

北田
（内科）

往
診

西口
桜井 西口 中島

福島 中島

夜
診

橋村
（内科）
（小児科）

萩原
（内科）

橋村
（内科）
（小児科）

※夜診は月・水・木 行います。
※混雑の回避のため、予約診療を実施しています。　電話  06-6696-5250

◦電話 06-6696-5250  　◦FAX 06-6696-6205
◦〒 558-0031 大阪市住吉区沢之町 1-3-16

婦人科検診 9月21日（第3土曜日） ・ 10月19日（第3土曜日）

健康診断 月～土（午前）

日曜健診　10 月 20 日
事前にお問い合せ、ご予約ください。

胃カメラ 毎週火・金・土曜日（午前）

月 2 回  土曜日（午後）

エコー検査 9 月 5 日（木） ・ 9月10日（火） ・ 9月27日（金）

10月 8 日（火） 

予防接種 小児各種、肺炎球菌ワクチンの予約を受付
けています。

※お身体の不自由な方等に送迎を実施しております。
　午前 9:00～12:00　　夜間 18:00～19:00

窓口受付 診療時間
午前診 月～土 8 :30 ～ 12:00 9 :00 ～ 12:00
午後診 木 13:30 ～ 16:00 13:30 ～ 16:00
夜　診 木・金 17:30 ～ 19:30 18:00 ～ 19:30

◦電話 06-6681-1498　　◦ FAX 06-6682-2338
◦〒 559-0016 大阪市住之江区西加賀屋 2-5-25

健康診断 平日健診（月～土）午前 9:00 ～ 11:30
日曜健診 9月15日（第3）・10月27日（第4）
事前にお問い合せ、ご予約ください。

胃カメラ 第2・4土曜日（大橋医師）  9:00～12:00（予約制）
日曜健診時 9:00 ～ 11:30（予約制）

エコー検査 月・水（午前・予約制）
土（午前）第 1・3　  木（夜診）心エコー

予防接種 小児各種、肺炎球菌、帯状疱疹ワクチンの予
約を受付けています。

※お身体の不自由な方等に送迎を実施しております。
　午前 9:00～11:30

※お電話での受付・ご相談は 午前8：45～ となります。

月 火 水 木 金 土

午
前

西口
（内科）
田中
（漢方）
（予約制）

矢野
（内科）
（小児科）
池谷
（内科）

矢野
（内科）
（小児科）
福島
（内科）

矢野
（内科）
（小児科）
呉

（内科）
（漢方）

矢野
（内科）
（小児科）
田中
（漢方）
（予約制）

第1・3 第1・2・4
辻

（内科）
矢野
（内科）
（小児科）

第 2 第3
後藤
（漢方）
（予約制）

羽田
（内科）

第2・4 鋳谷
（整形）鋳谷

（整形）
往
診 西口 福島

矢野 荒谷 矢野 第2・4
荒谷

夜
診

渋谷
（心エコー）
（循内）

林部
（内科）

症状を細かくうかがい、レントゲン検査などで
適切な治療の提案をします。

不安や心配事、どんなことでも相談ください。

受診日	 第2、4	 火曜日	 13：30～16：00
	 毎週	 木曜日	 13：30～16：00

身体の痛みは出て
いませんか？
加賀屋診療所で整形の受診できます !




